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２
０
２
０
年
10
月
29
日
、
10
月
理
事

会
を
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
て
開

催
し
た
。

１
．
委
員
会
活
動
報
告

◇
出
版
編
集
委
員
会　

鈴
木
委
員
長

・
９
月
28
日
に
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
て
委
員
会

を
開
催
し
た
。
12
月
号
特
集
「
リ
ア
リ

テ
ィ
シ
ョ
ー
と
は
何
か
」
の
詳
細
を
決

定
。
表
紙
は
小
栗
旬
さ
ん
、
ザ
・
パ
ー

ソ
ン
は
小
池
修
一
郎
さ
ん
。

・
10
月
15
日
に
リ
ア
ル
に
て
委
員
会
を

開
催
し
た
。
２
０
２
１
年
１
月
号
特
集

は
「
第
58
回
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
上
期
」。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
応
募
数
の
減
少
が
懸

念
さ
れ
た
が
微
減
に
と
ど
ま
っ
た
た
め
、

連
載
「
Ｇ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｘ
Ｙ 

Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｏ

Ｒ
Ｓ
」
を
２
本
掲
載
す
る
こ
と
で
対
応

す
る
。
表
紙
は
爆
笑
問
題
、
ザ
・
パ
ー

ソ
ン
は
西
田
亮
介
さ
ん
。

・
２
月
号
特
集
は
「
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の

こ
れ
か
ら
」（
仮
題
）。
２
０
２
１
年
に

向
け
て
ド
ラ
マ
・
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ

ン
ト
の
持
つ
「
力
」
を
再
認
識
で
き
る

企
画
を
予
定
し
て
い
る
。
表
紙
は
杉
野

遥
亮
さ
ん
、
ザ
・
パ
ー
ソ
ン
は
調
整
中
。

・
２
月
号
か
ら
渡
邊
悟
・
本
誌
副
編
集

長
に
よ
る
新
連
載
「
番
組
制
作
基
礎
講

座
」（
仮
題
、
３
ペ
ー
ジ
）
を
ス
タ
ー
ト

す
る
。
さ
ら
に
境
治
さ
ん
連
載
「
Ｍ
Ｅ

Ｄ
Ｉ
Ａ 

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｌ
Ｏ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
」
を
同

年
３
月
号
に
て
終
了
し
、
４
月
号
か
ら

藤
田
真
文
さ
ん
に
よ
る
新
連
載
（
ド
ラ

マ
作
家
論
）を
ス
タ
ー
ト
予
定
。

◇
選
奨
事
業
委
員
会

・
第
58
回
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
上
期
応
募

作
品
本
数
が
確
定
し
た
（
詳
細
は
後

述
）。
参
加
料
の
収
支
は
過
去
５
年
の

平
均
額
で
見
る
と
微
減
に
と
ど
ま
っ
た
。

上
期
選
考
結
果
発
表
は
11
月
17
日
正
午

を
予
定
し
て
い
る
。

〈
テ
レ
ビ
部
門
〉  

古
川
委
員
長

・
９
月
30
日
に
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
て
月
評
会

を
開
催
し
た
。
月
間
賞
に
は
、
火
曜
ド

ラ
マ
「
私
の
家
政
夫
ナ
ギ
サ
さ
ん
」（
Ｔ

Ｂ
Ｓ
）、
金
曜
ド
ラ
マ
「
Ｍ
Ｉ
Ｕ
４
０

４
」（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
）、
土
曜
ナ
イ
ト
ド
ラ
マ

「
妖
怪
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
」（
テ
レ
ビ
朝
日
）、

Ｅ
Ｔ
Ｖ
特
集
「
基
地
の
街
に
ロ
ッ
ク
は

流
れ
て
～
嘉
手
納
と
コ
ザ
の
戦
後
史

～
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）の
４
本
を
選
ん
だ
。

・
58
回
上
期
の
応
募
本
数
は
１
４
６
本

で
、
昨
年
同
期
の
10
本
減
と
な
っ
た
。

〈
ラ
ジ
オ
部
門
〉  

五
井
委
員
長

・
10
月
12
日
に
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
て
定
例
会

を
開
催
し
た
。
ア
ナ
ロ
グ
・
レ
コ
ー
ド

を
音
源
と
す
る
番
組
を
テ
ー
マ
に
、「
ア

ナ
ロ
グ
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
」（
ラ
ジ
オ
関

西
）、「
ア
ナ
ロ
グ
に
恋
し
て
る
」（
大
分

放
送
）、「
た
ま
ら
な
く
Ａ
Ｏ
Ｒ
」（
Ｆ
Ｍ

横
浜
）を
聴
取
し
議
論
を
交
わ
し
た
。

・
58
回
上
期
の
応
募
本
数
は
45
本
で
、

昨
年
同
期
と
同
数
と
な
っ
た
。

〈
Ｃ
Ｍ
部
門
〉  

服
部
委
員
長

・
９
月
23
日
に
リ
ア
ル
に
て
定
例
会
を

開
催
し
、
23
作
品
の
Ｃ
Ｍ
を
視
聴
し
た
。

無
印
良
品
「
気
持
ち
い
い
の
は
な
ぜ
だ

ろ
う
篇
」、
日
産
自
動
車
「
や
っ
ち
ゃ

え
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ａ
Ｎ
」
な
ど
が
注
目
を
浴

放
懇
60
周
年
記
念
事
業
検
討

︱
10
月
理
事
会
報
告
︱
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び
た
。

・
10
月
16
日
に
Ｚｏ
ｏ
ｍ
に
て
定
例
会
を

開
催
し
、
31
作
品
の
Ｃ
Ｍ
を
視
聴
し
た
。

Ｊ
Ｒ
東
海
「
ひ
さ
び
さ
旅
は
新
幹
線
！
～

旅
は
、
ず
ら
す
と
、
面
白
い
～
」、
パ
ン

テ
ー
ン 
＃
Ｐ
ｒ
ｉ
ｄ
ｅ
Ｈ
ａ
ｉ
ｒ
「
こ
の

髪
が
私
で
す
。」な
ど
が
注
目
を
浴
び
た
。

・
58
回
上
期
に
は
１
２
１
本
（
テ
レ
ビ
Ｃ

Ｍ
58
本
／
ラ
ジ
オ
Ｃ
Ｍ
63
本
）。
昨
年
同

期
は
１
６
６
本
（
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
１
１
０
本

／
ラ
ジ
オ
Ｃ
Ｍ
56
本
）
で
全
体
で
は
45
本

減
。
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
は
52
本
減
だ
が
、
ラ
ジ

オ
Ｃ
Ｍ
は
７
本
増
加
と
な
っ
た
。
コ
ロ
ナ

禍
が
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
に
多
大
な
影
響
を
与
え

て
い
る
。
ま
た
今
期
初
め
て
ラ
ジ
オ
Ｃ
Ｍ

の
応
募
が
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
を
上
回
っ
た
。

〈
報
道
活
動
部
門
〉  

茅
原
委
員
長

・
委
員
会
報
告
は
特
に
な
し
。

・
58
回
上
期
に
は
10
本
の
応
募
が
あ
り
、

昨
年
同
期
の
３
本
増
と
な
っ
た
。

◇
企
画
事
業
委
員
会　

水
島
副
委
員
長

・
10
月
14
日
に
Ｚｏ
ｏ
ｍ
に
て
委
員
会
を

開
催
し
、
セ
ミ
ナ
ー
開
催
概
要
を
左
記
の

よ
う
に
決
定
し
た
。

開
催
日
：
11
月
25
日
（
水
）
18
：
00
―

20
：
00

タ
イ
ト
ル
：
放
送
批
評
懇
談
会
セ
ミ
ナ
ー

２
０
２
０
「
科
学
の
伝
え
方
～
コ
ロ
ナ
時

代
に
求
め
ら
れ
る
、
知
識
と
思
考
法
～
」

講
師
：
市
川 

衛
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
制
作
局
チ
ー

フ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
メ
デ
ィ
カ
ル
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ズ
ム
勉
強
会
代
表
）

モ
デ
レ
ー
タ
ー
：
新
美
妙
子
（
企
画
事
業

委
員
）

公
募
対
象
：
正
会
員
、
維
持
会
員
ほ
か

運
営
体
制
、
規
模
：
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
利
用
し

た
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
、
参
加
費
無
料
、
先
着
順

１
０
０
名
限
定

◇
広
報
委
員
会　

滝
野
委
員
長

・「
Ｇ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｃ
」
２
０
１
４
年
４
月
号

（
三
浦
春
馬
表
紙
）
の
記
事
を
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
に
公
開
し
一
カ
月
程
度
の
掲
載
と

予
定
し
て
い
た
が
、
好
評
の
た
め
掲
載
を

無
期
限
に
延
長
し
た
。

２
．
放
懇
60
周
年
に
つ
い
て

藤
田
真
文
60
周
年
担
当
理
事
。
放
懇
60
周

年
の
取
り
組
み
を
理
事
会
で
共
有
し
た
。

（
１
）「
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
60
年
史
」
→
電

子
化
で
の
刊
行
を
目
指
す
。
広
報
委
員
会

に
委
託
。（
２
）「
放
送
批
評
懇
談
会
60
年

史
」
→
「
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
60
年
史
」
の

中
に
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
。（
３
）
認
定

Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
検
討
す
る
。（
４
）
ギ
ャ
ラ
ク

シ
ー
賞
改
革
→
若
手
メ
ン
バ
ー
を
中
心
と

し
て
「
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
検
討
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
る
。（
５
）
そ
の
他
→

ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
60
周
年
記
念
賞
を
検
討

す
る
。

３
．
そ
の
他

①
ザ
・
ベ
ス
ト
テ
レ
ビ
、
ザ
・
ベ
ス
ト
ラ

ジ
オ
の
件

・
10
月
30
日
に
「
ザ
・
ベ
ス
ト
ラ
ジ
オ 

２

０
２
０
」 （
Ｎ
Ｈ
Ｋ 

Ｆ
Ｍ
）
が
、
11
月
13

日
に
「
ザ
・
ベ
ス
ト
テ
レ
ビ
２
０
２
０
」

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）
が
放
送
さ
れ
、
第
57
回
ギ
ャ

ラ
ク
シ
ー
賞
受
賞
作
品
が
放
送
予
定
。
正

会
員
に
は
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
す
る
。

 【
出
席
】
音
好
宏
、
川
喜
田
尚
、
藤
田
真
文
、

出
田
幸
彦
、
鈴
木
健
司
、
古
川
柳
子
、
五

井
千
鶴
子
、
服
部
千
恵
子
、
茅
原
良
平
、

滝
野
俊
一
、
市
村
元
、
奥
律
哉
、
国
枝
智

樹
、
上
滝
徹
也
、
小
林
毅
、
桜
井
聖
子
、

鈴
木
嘉
一
、
長
井
展
光
、
桧
山
珠
美
、
水

島
宏
明
、
山
田
健
太
、
中
島
好
登

会
議
記
録

［
10
月
］ 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

12
日 

（
選
奨
）ラ
ジ
オ
定
例
部
会

14
日 

企
画
事
業
委
員
会

15
日 

出
版
編
集
委
員
会

16
日 

（
選
奨
）Ｃ
Ｍ
定
例
部
会

31
日 

（
選
奨
）テ
レ
ビ
月
評
会
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批
評
は
苦
手
で
す
が
懇
談
は
何
と
か
…

�

木
下
一
郎

　

家
に
帰
る
と
真
っ
先
に
、
家
の
灯
り
よ

り
先
に
テ
レ
ビ
を
点
け
て
い
た
、
い
や
今

も
変
わ
ら
ず
そ
う
し
て
る
。
そ
し
て
妻
に

呆
れ
ら
れ
て
い
る
の
が
、
ず
ー
っ
と
テ
レ

ビ
を
愛
し
て
き
た
（
単
純
に
大
好
き
な
）

僕
で
す
。

　

ド
ラ
マ
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
、
歌
、
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
…
…
と
何
で
も
好
き
だ
っ
た

私
は
、
残
念
な
が
ら
テ
レ
ビ
の
企
画
制
作

の
仕
事
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
番
組
の
間
に

挟
ま
れ
て
何
と
か
存
在
感
を
ア
ピ
ー
ル
し
、

経
済
活
動
の
活
性
化
に
繋
が
る
Ｃ
Ｍ
の
企

画
制
作
の
仕
事
に
就
き
、
今
も
そ
れ
を
続

け
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
僕
が
あ
り
が
た
い
こ
と
に
歴
史

あ
る
放
送
批
評
懇
談
会
に
入
会
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

　

放
送
批
評
懇
談
会
…
…
、
批
評
は
苦
手

で
す
が
懇
談
は
何
と
か
な
る
か
と
…
…
、

こ
の
新
人
（
歳
は
い
っ
て
ま
す
が
）
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

そ
う
だ
！　

ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
の
Ｃ
Ｍ

部
門
の
選
考
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
！

Ｃ
Ｍ
作
り
が
や
め
ら
れ
な
い
理
由

�

川
野
康
之

　

大
学
を
卒
業
し
て
電
通
に
入
っ
て
ク
リ

エ
ー
テ
ィ
ブ
局
と
い
う
と
こ
ろ
に
配
属
さ

れ
て
か
ら
、
ず
っ
と
広
告
を
作
っ
て
き
ま

し
た
。
退
職
後
は
フ
リ
ー
に
な
っ
て
ク
リ

エ
ー
テ
ィ
ブ
の
仕
事
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
や
っ
た
主
な
仕
事
は
、
サ

ン
ト
リ
ー
オ
ー
ル
ド
、
角
瓶
、
大
塚
製
薬

ポ
カ
リ
ス
エ
ッ
ト
、
小
学
館
、
旭
化
成
ヘ

ー
ベ
ル
ハ
ウ
ス
、
Ｊ
Ｒ
Ａ
、
ラ
イ
オ
ン
な

ど
な
ど
。
ま
だ
ま
だ
続
け
ま
す
。
こ
れ
か

ら
で
す
。

　

Ｃ
Ｍ
の
企
画
を
考
え
て
い
る
と
、
必
ず

「
も
っ
と
お
も
し
ろ
い
企
画
は
な
い
か
」

と
考
え
始
め
ま
す
。
答
え
は
簡
単
に
は
出

て
き
ま
せ
ん
。
大
げ
さ
に
言
え
ば
今
ま
で

世
の
中
に
は
な
か
っ
た
企
画
な
の
だ
か
ら
。

で
も
そ
う
や
っ
て
出
て
き
た
ア
イ
デ
ア
は
、

た
っ
た
15
秒
な
の
に
世
界
の
見
え
方
を
変

え
て
く
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
簡
単
で

は
な
い
け
ど
、
そ
の
喜
び
が
あ
る
か
ら
僕

は
Ｃ
Ｍ
作
り
が
や
め
ら
れ
な
い
の
か
も
し

れ
な
い
。

　

そ
ん
な
不
思
議
な
魅
力
を
持
つ
Ｃ
Ｍ
の

話
が
も
っ
と
し
た
く
て
仲
間
入
り
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

新 入 正 会 員 自 己 紹 介

Ｃ
Ｍ
の
行
方
を
求
め
て

�

中
島
和
哉

　

現
在
ク
リ
エ
ー
テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

と
し
て
日
々
広
告
制
作
に
関
わ
っ
て
お
り
、

最
近
は
メ
デ
ィ
ア
の
領
域
に
と
ら
わ
れ
ず

活
動
す
る
こ
と
が
多
い
も
の
の
、
Ｃ
Ｍ
プ

ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
社
会
人
生
活
を
ス
タ
ー

ト
し
て
以
来
、
気
づ
け
ば
人
生
の
半
分
近

く
を
Ｃ
Ｍ
と
共
に
過
ご
し
て
き
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

そ
の
間
に
は
Ａ
Ｃ
Ｃ
の
審
査
員
や
カ
ン

ヌ
の
審
査
員
も
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

り
、
最
近
は
大
学
で
も
教
鞭
を
と
っ
て
い

て
、
ゼ
ミ
で
は
カ
ン
ヌ
の
過
去
の
Ｃ
Ｍ
を

年
度
ご
と
に
見
せ
、
そ
れ
に
対
す
る
批
評

を
さ
せ
て
い
た
り
し
ま
す
。
学
生
か
ら
あ

が
っ
て
く
る
レ
ポ
ー
ト
に
対
し
「
分
析
が

浅
い
！
」
な
ど
と
言
う
こ
と
も
あ
る
の
で

す
が
、
い
ざ
自
分
が
こ
の
Ｃ
Ｍ
定
例
会
で

批
評
す
る
立
場
に
な
る
と
、
じ
ゃ
あ
そ
こ

ま
で
き
ち
ん
と
分
析
的
か
つ
的
確
な
考
察

を
述
べ
ら
れ
る
の
か
？
と
い
う
思
い
が
頭

に
よ
ぎ
り
始
め
て
お
り
ま
す
。

　

こ
ん
な
私
で
す
が
、
Ｃ
Ｍ
と
い
う
も
の

の
存
在
価
値
と
魅
力
を
今
の
時
代
だ
か
ら

こ
そ
い
ま
一
度
皆
様
と
見
つ
め
る
作
業
に

関
わ
り
た
い
と
考
え
ま
す
。
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新 入 正 会 員 自 己 紹 介
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「
月
光
仮
面
」
は
見
れ
な
か
っ
た
…
…

�

西
畠
泰
三

　

ウ
チ
に
テ
レ
ビ
が
や
っ
て
来
た
の
は
、

小
学
２
年
の
夏
で
し
た
。
ド
キ
ド
キ
ワ
ク

ワ
ク
胸
い
っ
ぱ
い
の
お
出
迎
え
。
し
か
し
、

よ
う
や
く
見
れ
る
、
と
意
気
込
ん
で
い
た

「
月
光
仮
面
」
が
寸
前
で
番
組
終
了
し
、

「
ジ
ャ
ガ
ー
の
眼
」
に
変
わ
っ
て
い
た
の

は
大
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
が
。

　

将
来
の
夢
は
？
と
聞
か
れ
て
、「
テ
レ

ビ
局
の
人
！
」
な
ん
ぞ
と
、
邪
気
も
無
く

答
え
て
い
た
幼
い
頃
の
想
い
そ
の
ま
ま
に
、

放
送
業
界
に
身
を
置
く
と
い
う
幸
運
を
得

て
、
四
十
余
年
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま

し
た
が
、
そ
の
間
、
放
送
の
可
能
性
も
限

界
も
、
素
晴
ら
し
さ
も
罪
深
さ
も
、
そ
れ

な
り
に
見
聞
き
し
、
味
わ
っ
て
き
た
積
も

り
で
す
。「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
い
う
厄

介
な
怪
物
の
あ
り
よ
う
な
ど
も
含
め
。

　

番
組
制
作
の
折
り
に
取
材
対
象
の
ほ
う

か
ら
投
げ
ら
れ
た
、「
あ
ん
た
た
ち
が
思

っ
て
る
以
上
に
、
あ
ん
た
た
ち
の
力
は
物

凄
く
大
き
い
ん
で
す
よ
…
…
」
と
い
う
言

葉
は
今
も
耳
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
が
、
放
送
が
、
大
好
き
で
す
。

そ
し
て
そ
の
「
大
好
き
」
が
ず
っ
と
続
い

て
い
く
こ
と
を
、
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

屋
根
に
登
っ
て
ア
ン
テ
ナ
調
整

�

樋
口
喜
昭

　

米
沢
に
住
ん
で
い
た
中
学
生
の
頃
、
ア

マ
チ
ュ
ア
無
線
の
ア
ン
テ
ナ
を
調
整
す
る

た
め
、
よ
く
屋
根
の
上
に
登
っ
て
い
ま
し

た
。
あ
る
頃
か
ら
、
テ
レ
ビ
の
ア
ン
テ
ナ

も
い
じ
る
よ
う
に
な
り
、
う
ま
く
調
整
す

る
と
普
段
見
ら
れ
な
い
隣
県
の
テ
レ
ビ
が

見
ら
れ
る
こ
と
に
気
が
付
き
ま
し
た
。
も

っ
と
き
れ
い
な
映
像
で
見
た
い
と
、
高
性

能
な
ア
ン
テ
ナ
と
増
幅
器
を
使
っ
て
、
よ

う
や
く
人
の
姿
が
は
っ
き
り
見
え
る
ほ
ど

に
な
り
ま
し
た
。
初
め
て
見
る
他
県
の
テ

レ
ビ
は
、
知
ら
な
い
世
界
を
写
す
窓
の
よ

う
に
感
じ
ま
し
た
。
学
校
で
は
、
私
が
他

県
の
番
組
を
見
て
い
る
こ
と
が
噂
に
な
り
、

友
人
や
先
生
ま
で
自
宅
の
ア
ン
テ
ナ
を
調

整
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
続
出
。
学
校

が
終
わ
る
と
屋
根
の
上
を
渡
り
歩
い
て
ア

ン
テ
ナ
調
整
を
す
る
日
々
と
な
り
ま
し
た
。

作
業
に
没
頭
し
て
い
る
う
ち
に
日
が
暮
れ

て
い
た
あ
の
頃
を
今
で
も
思
い
出
し
ま

す
。　

　

現
在
、
放
送
の
ロ
ー
カ
リ
テ
ィ
を
テ
ー

マ
に
研
究
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
知
ら
な

い
世
界
の
番
組
を
見
る
こ
と
に
一
喜
一
憂

し
た
思
い
出
が
原
動
力
に
な
っ
て
い
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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「
テ
レ
ビ
の
魅
力
」
今
昔

�

新
美
妙
子

　

う
っ
す
ら
白
く
な
っ
た
ブ
ラ
ウ
ン
管
テ

レ
ビ
の
画
面
を
ご
し
ご
し
と
手
で
こ
す
っ

て
、
親
が
帰
る
前
に
見
て
い
た
痕
跡
を
消

そ
う
と
躍
起
に
な
っ
た
幼
い
頃
の
記
憶
が

あ
る
。
親
に
と
っ
て
「
な
る
べ
く
見
せ
た

く
な
い
」
悩
ま
し
い
存
在
の
テ
レ
ビ
は
、

子
ど
も
に
と
っ
て
は
疑
い
な
く
娯
楽
の
王

様
だ
っ
た
。
そ
れ
が
ま
さ
か
ス
マ
ホ
や
ゲ

ー
ム
に
興
じ
る
わ
が
子
に
「
テ
レ
ビ
見
な

い
の
？
」
と
勧
め
る
時
代
が
来
る
と
は
想

像
だ
に
し
な
か
っ
た
。

　

で
は
テ
レ
ビ
は
魅
力
を
失
っ
て
し
ま
っ

た
の
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
。
数

は
多
く
な
い
が
、
好
き
な
テ
レ
ビ
を
見
る

わ
が
子
は
本
当
に
楽
し
そ
う
だ
し
、
放
送

が
な
い
時
は
心
底
が
っ
か
り
す
る
。
テ
レ

ビ
に
は
テ
レ
ビ
に
し
か
な
い
魅
力
が
あ
る

こ
と
を
確
信
す
る
瞬
間
で
あ
る
。

　

た
だ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
手
に
し
た
視
聴
者
は
テ

レ
ビ
の
舞
台
裏
を
知
る
「
プ
ロ
」
の
視
聴

者
で
あ
る
点
が
昔
と
は
違
う
。
私
な
り
に

今
の
テ
レ
ビ
の
魅
力
を
伝
え
ら
れ
た
ら
と

考
え
、
僭
越
な
が
ら
放
送
批
評
懇
談
会
の

活
動
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し

ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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